
中心市街地 定住促進 観光  
 

竹田地区 
（大分県竹田市） 

○ 計 画 期 間 平成 26年度～平成 30年度 

○ 面     積 112ha 

○ 交付対象事業費 5219.2 

○ 市人口 23,546人（地区内人口 1,284人） 

 

 

 

 

  

目  標   

大目標：歴史的風致と街なみ景観の保全・活用による「魅力あふれる城下町再生まちづくり」を行う。 

目標１：恵まれた自然環境と利便性に優れた住環境の提供による「暮らしいきいき永住都市の形成」 

目標２：歴史と文化に育まれた城下町の風情を活かし、「にぎわいと情緒を創出する観光交流都市の形成」 

指  標 

 竹田地区の定住促進と観光交流、 

城下町（中心市街地）の利用機会 

向上の観点から左記を目標指標と 

して設定した。 

事業内容  

基幹事業（4238.1 百万円）→公園、地域生活基盤施設（ポケットパーク等）、高質空間形成施設（電線類無電柱化等） 

             高次都市施設（文化会館、コミュニティセンター等） 

提案事業（ 988.1 百万円）→地域創造支援事業（新図書館整備、空き店舗活用チャレンジショップ活用等）、事業活用

調査（事後評価分析調査等）、まちづくり活動推進事業（城下町歩き推進事業等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

城下町内居住人口の増加 1,284 人 （H25） → 1,300 人 （H30） 

中心市街地の利用機会の向上 5.0 ％ （H25） → 10.0 ％ （H30） 

地区観光客数 204,000 人 （H25） → 222,000 人 （H30） 

地区概要 

岡藩時代から奥豊後地域の政治、経済、文化の中核と 

 して役割を担っている。史跡岡城跡と城下町（400m*400m 

の盆地内）再生に地域とともに取り組んでいる。 

ポイント  

  城下町を縦横断する都市計画道路の廃止を提案、城下町 

再生プロジェクトやまちづくり工房など、行政と住民との 

連携により城下町の町割を活かした城下町再生を具現化。 

電線類無電柱化整備事業 

ポケットパーク整備事業 

駐車場整備事業 

案内看板等整備事業 

通り抜け路地整備事業 

街路灯整備事業 

Wi-fi スポット整備 

空き家改修事業 

老朽危険空き家等除却促進事業 

空き店舗活用チャレンジショップ事業 

城下町再生浄化槽管渠調査事業 

竹田市文化会館等施設復興整備

稲葉川やすらぎ公園整備 

竹田荘公園整備 

道路美装化整備事業 

岡城跡ガイダンスセンター整備事業 

ＴＳＧ・アートレジデンス構想推進事業 
中心市街地土地空間利用調査事業 
“suBoca”カード地域振興通貨導入事業 
定住促進ビジョン策定事業 
事後評価分析調査 
コミュニティバス運行事業 
城下町竹田観光周遊事業 
城下町賑わい再生事業 

暮らしのサポート中央センター整備事業 

こども保健医療福祉センター（仮称）整備事業 

瀧廉太郎記念館改修事

歴史資料館改修事

岡城跡ガイダンスセンター整備事業 

竹田市文化会館周辺整備事

竹田市コミュニティセンター（仮称）整備事業 

新竹田市立図書館建設事業 



地区の現況と課題 
   岡藩時代から奥豊後地域の政治、経済、文化の中核として役 

割を担っている。史跡岡城跡と城下町（400m*400mの盆地内） 

再生に地域とともに取り組んでいるが、城下町再生（中心市街 

地の活性化）を実現する。城下町の重要な資産である歴史的建 

造物の老朽化が進んでいる。 

 また、商店街の活力の低下や観光客の滞留促進が課題となって 

いる。 

提案事業の特徴 
 ●新図書館整備 

  城下町内の回遊性を向上させる拠点となる図書館整備を目指す。 

 ●空き家改修事業 

  空き家対策として改修を行い、移住定住促進のための事業。 

 ●城下町歩き推進事業 

  城下町内の回遊性向上のため、まち歩きイベント・まち歩きの 

  達人育成等を実施する。 

計画策定プロセス 
 

平成 21 年に長年の懸案事項であった都市計画道路を廃

止する提案により、大きく進展したプロジェクトが「城下

町再生プロジェクト」である。平成 23 年度から開始した

まちづくり工房（住民参加型ワークショップ）では、都市

計画道路を整備しない方向で、中心市街地の活性化案を住

民と検討し、また、城下町に残された景観（アジア都市景

観賞審査員賞授賞）を残しながら整備をする手法について

など意見交換を行った。さらに、住民アンケートを行い、

竹田市独自の計画「竹田市都市再生まちづくり基本計画」

を平成 25 年度に策定、竹田地区都市再生整備計画及び歴

史的風致維持向上計画、さらには中心市街地活性化基本計

画（H27 策定予定）を策定し、住民合意を経ながら、スピ

ード感を持った城下町再生を構想から実現へと繋げている。 

首藤勝次竹田市長のコメント 
  竹田市では 400 年前から続く城下町を分断することに

なる 16 メートル幅の都市計画道路の計画を白紙に戻すと

いう英断を市民皆さんとともに行い、城下町の再生に向

けたスタートを切りました。私たちが大事に考えたのは、

街に残る隠れキリシタンの信仰の証、瀧廉太郎がその感

性を育んだ音の風景、川端康成が小説の舞台に選んだ街

の情感でした。 

  過疎地域は、待ったなしですが自分たちにとって大切

にしなければならないものを見極め、政策として具体化

できたことが評価いただいたと考えております。 

これからも、農村回帰宣言都市として、住むべき必然の

あるまちづくりに挑んで参ります。 

後藤眞二城下町再生ＰＴ委員会副委員長のコメント 
竹田市には日本一の炭酸泉長湯温泉、国立公園の久住

高原など九州を代表する自然・歴史・農業などの地域資

源を有していますが、そのポテンシャルをまちづくりに

生かしていくためにも、この地方の中心にあった岡城と

城下町を磨き上げていくことと、そして観光との連動性

が必要だと考えています。 

そのためには、行政に整備をお任せするだけでなく、

自分たち商業者も個店を中心に城下町の魅力作りに取り

組んでいくことが大事だと痛感しており、中心市街地活

化計画にも取り組んでいます。街なみの環境を整え、人

を磨き、行政との両輪で城下町再生を果たすべく取り組

んで参ります。ぜひ、竹田市にお越しください。 

 

  

 

 

▲平成 26 年 6 月 24 日（木）

大分合同新聞朝刊 

▼まちづくり工房 

（ワークショップ） 

▼平成 26年 11 月 1日大分合同新聞 

 

▼町割が保存されている竹田城下町 


